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愛知川橋梁（愛知川駅 - 五箇荘駅間・登録有形文化財）を渡る 100 形電車。

東海道新幹線東海道新幹線

JR琵琶湖線JR琵琶湖線

J
R
北
陸
本
線

J
R
北
陸
本
線

JR草津線JR草津線

近江鉄道本線近江鉄道本線

琵琶湖琵琶湖

八日市線八日市線

多賀線多賀線

八日市八日市

桜川桜川

武佐武佐

近江八幡近江八幡

草津草津

愛知川愛知川
五箇荘五箇荘

高宮高宮

彦根彦根
鳥居本鳥居本

米原米原

多
賀
大
社
前

多
賀
大
社
前

ス
ク
リ
ー
ン

ス
ク
リ
ー
ン

日野日野

貴生川貴生川

新
八
日
市

新
八
日
市

取
材
・
文
◉
漆
原
次
郎

撮
影
◉
加
藤
有
紀

近
江
鉄
道
に
み
る

「
上
下
分
離
移
行
」の

現
在
地
に
つ
い
て

１
８
９
８
年
の
開
業
以
来
、
滋
賀
県
東
部
・
近
江
地
域
の
足
で
あ
り
続
け
る
近
江
鉄
道
。

１
８
９
８
年
の
開
業
以
来
、
滋
賀
県
東
部
・
近
江
地
域
の
足
で
あ
り
続
け
る
近
江
鉄
道
。

鉄
道
事
業
は
１
９
９
４
年
度
以
降
赤
字
が
続
き
、
こ
の
ま
ま
で
は
維
持
が
困
難
に
な
る
と
し
て

鉄
道
事
業
は
１
９
９
４
年
度
以
降
赤
字
が
続
き
、
こ
の
ま
ま
で
は
維
持
が
困
難
に
な
る
と
し
て

存
続
を
か
け
て
実
施
さ
れ
た
滋
賀
県
・
沿
線
５
市
５
町
と
の
協
議
に
よ
り
、

存
続
を
か
け
て
実
施
さ
れ
た
滋
賀
県
・
沿
線
５
市
５
町
と
の
協
議
に
よ
り
、

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
県
や
沿
線
自
治
体
が
鉄
道
設
備
を
維
持
管
理
し
、
同
社
が
運
行
を
担
う

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
県
や
沿
線
自
治
体
が
鉄
道
設
備
を
維
持
管
理
し
、
同
社
が
運
行
を
担
う

「
上
下
分
離
方
式
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

「
上
下
分
離
方
式
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

管
理
機
構
の
設
立
な
ど
、
上
下
分
離
へ
の
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
近
江
鉄
道
線
の
「
い
ま
」
を
、

管
理
機
構
の
設
立
な
ど
、
上
下
分
離
へ
の
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
近
江
鉄
道
線
の
「
い
ま
」
を
、

全
線
の
乗
車
と
同
社
へ
の
取
材
を
通
し
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

全
線
の
乗
車
と
同
社
へ
の
取
材
を
通
し
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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近
江
鉄
道
の
上
下
分
離
方
式
へ
の
移
行
が

自
治
体
首
長
、
近
江
鉄
道
、
利
用
者
、
有
識

者
な
ど
か
ら
な
る
法
定
協
議
会
で
決
ま
っ
た

の
が
２
０
２
０
年
12
月
。
２
０
２
４
年
度
か

ら
「
上
」
つ
ま
り
列
車
の
運
行
は
近
江
鉄
道

が
引
き
続
き
担
い
、「
下
」
と
な
る
線
路
や

駅
施
設
の
維
持
管
理
を
自
治
体
が
担
う
。
昨

年
末
に
は
、
滋
賀
県
と
沿
線
自
治
体
５
市
５

町
か
ら
な
る
「
一
般
社
団
法
人
近
江
鉄
道
線

管
理
機
構
」
の
設
立
総
会
も
開
か
れ
た
。

上
下
分
離
方
式
は
、
鉄
道
施
設
の
維
持
管

理
を
、
県
道
・
町
村
道
な
ど
と
同
様
に
自
治

体
が
負
担
す
る
こ
と
で
鉄
道
事
業
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
も
の
。
１
９
９
４
年
度
か
ら
鉄

道
事
業
の
赤
字
が
続
く
近
江
鉄
道
と
、
利
用

者
で
あ
る
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
上
下
分
離

方
式
へ
の
移
行
は
鉄
道
の
存
続
を
確
か
な
も

の
に
す
る
光
明
と
い
え
る
。

■
通
学
・
通
勤
の
乗
客
が
大
半

上
下
分
離
方
式
へ
の
移
行
を
14
か
月
後
に

控
え
た
２
０
２
３
年
２
月
の
平
日
、
近
江
鉄

道
線
の
「
い
ま
」
を
感
じ
る
た
め
に
全
線
に

乗
車
し
た
。
米ま

い
ば
ら原

－

貴き
ぶ
か
わ

生
川
駅
間
の
本
線
、

八よ
う

日か

市い
ち

－

近お
う
み
は
ち
ま
ん

江
八
幡
駅
間
の
八
日
市
線
、
そ

れ
に
高た

か

宮み
や

－

多た

賀が

大た
い

社し
ゃ

前ま
え

駅
間
の
多
賀
線
だ
。

米
原
駅
か
ら
12
時
37
分
発
の
貴
生
川
行
き

に
乗
り
込
む
。
昼
過
ぎ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
乗
客
は
少
な
く
の
ん
び
り
と
車
窓
か
ら

の
景
色
を
楽
し
め
そ
う
だ
。
2
両
編
成
は
静

か
に
発
車
。
か
わ
い
ら
し
い
駅
舎
の
鳥と

り
い
も
と

居
本

駅
を
過
ぎ
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
彦ひ

こ

根ね

駅
。
こ
こ
で
乗
客
は
増
え
る
。
そ
の
後
、
車

内
の
９
割
ほ
ど
を
占
め
た
の
が
高
校
生
だ
っ

た
。
彦ひ

こ

根ね

口ぐ
ち

駅
や
愛え

ち
が
わ

知
川
駅
な
ど
か
ら
、
制

服
姿
の
男
子
・
女
子
が
乗
り
込
む
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
た
り
、
友
人
と
楽
し
げ
に
話

し
た
り
し
な
が
ら
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い

る
。
東
海
道
新
幹
線
と
並
行
し
な
が
ら
電
車

は
進
み
、
乗
降
客
数
が
多
い
八よ

う

日か

市い
ち

駅
へ
。

ホ
ー
ム
に
は
自
転
車
を
引
く
利
用
者
の
姿
も

見
ら
れ
た
。
近
江
鉄
道
線
で
は
全
線
33
駅
中

26
駅
で
混
雑
時
な
ど
を
除
い
て
自
転
車
の
持

ち
込
み
・
乗
車
が
可
能
だ
。
途
中
、「
京
セ

ラ
前
」
な
ど
の
企
業
名
の
つ
く
駅
は
あ
る

が
、
沿
線
の
大
企
業
の
近
く
に
目
立
つ
の
は

大
き
な
駐
車
場
と
車
だ
。
通
勤
で
は
自
動
車

の
利
用
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

日ひ

野の

駅
か
ら
路
線
は
大
き
く
西
へ
と
カ
ー

ブ
し
、
終
点
の
貴
生
川
駅
に
到
着
。
Ｊ
Ｒ
草

津
線
と
信し

が
ら
き楽

高
原
鐵
道
の
乗
り
換
え
駅
だ
。

米
原
駅
か
ら
は
47
・
７
キ
ロ
、
所
要
時
間
は

１
時
間
37
分
で
、
全
区
間
乗
車
し
た
の
は
記

者
ら
ス
タ
ッ
フ
の
み
。
近
江
鉄
道
線
の
平
均

乗
車
キ
ロ
は
８
・
２
キ
ロ
と
の
こ
と
で
、
地

域
の
足
と
し
て
き
め
細
や
か
に
使
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。
八
日
市
駅
ま
で
戻
り
、
今
度

は
近
江
八
幡
駅
ま
で
９
・
３
キ
ロ
の
八
日
市

線
に
乗
る
。
東
近
江
市
の
主
要
駅
で
あ
る
八

日
市
駅
と
、
近
江
八
幡
市
の
主
要
駅
で
Ｊ
Ｒ

東
海
道
線
と
接
続
す
る
近
江
八
幡
駅
を
結

ぶ
、
全
線
で
輸
送
密
度
が
最
も
高
い
区
間

だ
。
帰
宅
時
間
帯
に
は
ま
だ
早
い
た
め
か
、

乗
客
数
は
本
線
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
高

校
生
以
外
の
利
用
者
も
多
く
見
ら
れ
た
。

近
江
八
幡
駅
で
折
り
返
し
、
高
宮
駅
か
ら

多
賀
大
社
前
駅
ま
で
２
・
５
キ
ロ
の
多
賀
線

に
乗
る
頃
に
は
、
す
で
に
黄
昏
時
で
、
多
賀

大
社
へ
の
参
詣
客
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

折
り
返
し
の
米
原
行
き
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
駅

か
ら
大
勢
乗
っ
て
き
た
。
同
駅
は
半
導
体
・

印
刷
機
器
大
手
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
彦
根
事
業
所
敷
地
内
に
あ
る
。

途
中
、
ア
ニ
メ
「
け
い
お
ん
」
に
登
場
す

る
高
校
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
旧
豊と

よ
さ
と郷

小
学
校

へ
の
「
聖
地
巡
礼
」
だ
ろ
う
か
、
豊
郷
駅
で

手
間
取
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
客
の
た
め
に
発

車
を
待
っ
た
り
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
に
運

転
士
が
介
添
え
し
た
り
と
い
っ
た
場
面
も
見

ら
れ
た
。
日
中
は
１
時
間
に
１
〜
２
本
の
路

線
で
の
日
常
風
景
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
自
治
体
と
の
「
共
通
言
語
」
を
探
す

近
江
鉄
道
線
は
１
８
９
８
（
明
治
31
）

年
、
彦
根

－

愛
知
川
駅
間
で
開
業
し
た
。
以

降
、
路
線
を
拡
張
し
、
１
９
４
３
（
昭
和

18
）年
に
は
西
武
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
る
。

輸
送
人
員
の
ピ
ー
ク
は
１
９
６
７
年
度
で
、

１
１
２
６
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
後
は
下

降
線
を
た
ど
り
、
２
０
０
２
年
度
に
は
３
６

８
万
９
千
人
ま
で
落
ち
込
む
。
背
景
に
は
沿

線
地
域
の
人
口
減
少
や
自
動
車
の
利
用
増

加
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
。
２
０
０
６
年

度
か
ら
は
４
０
０
万
人
台
を
維
持
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
０
２
０
年
度
は

３
６
９
万
３
千
人
と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

鉄
道
事
業
は
１
９
９
４
年
度
か
ら
赤
字
が

続
き
、
今
後
の
人
口
減
少
や
設
備
の
老
朽
化

に
よ
り
、
民
間
企
業
の
経
営
努
力
に
よ
る
事

業
継
続
は
困
難
と
の
同
社
判
断
に
基
づ
い

て
、
滋
賀
県
お
よ
び
沿
線
の
彦
根
・
近
江
八

幡
・
甲
賀
・
東
近
江
・
米
原
の
５
市
と
日ひ

野の

・
愛あ

い
し
ょ
う荘
・
豊と

よ
さ
と郷
・
甲こ

う

良ら

・
多た

賀が

の
５
町
と

長
ら
く
協
議
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
協
議
を

担
当
し
た
同
社
社
員
の
一
人
が
、
構
造
改
革

推
進
部
部
長
の
服
部
敏
紀
さ
ん
だ
。

「
ま
ず
滋
賀
県
に
協
議
を
申
し
入
れ
た
の

が
２
０
１
６
年
６
月
で
す
。
当
時
で
25
期
連

続
赤
字
と
い
う
経
営
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
か
ら
で
し
た
。
と
は
い
え
、
行
政
と

し
て
は
突
然
の
話
で
あ
り
、
協
議
の
趣
旨
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
な
か
な
か
ス

ム
ー
ズ
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

県
か
ら
「
５
市
５
町
に
も
経
営
状
況
の
説

明
を
」
と
促
さ
れ
、
各
自
治
体
に
も
掛
け

合
っ
た
。
勉
強
会
と
し
て
自
治
体
の
課
長
ク

ラ
ス
に
説
明
を
試
み
た
が
、「
ど
う
い
っ
た

鉄
道
会
社
な
の
か
」、「
利
用
状
況
は
ど
う
な

の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
聞
か
れ
、
説
明
す

る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
、
鉄
道
事
業
単
体
で
の
経
営

状
況
は
開
示
し
て
お
ら
ず
、
情
報
を
開
示
し

て
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
」

い
わ
ば
ゼ
ロ
か
ら
の
自
治
体
と
の
関
係
構

築
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
部
長
ク
ラ
ス
に
よ
る

任
意
協
議
会
の
開
催
を
実
現
し
、
方
向
性
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
共
有
、
最
終
的
に
首
長
ら

と
の
法
定
協
議
会
を
開
催
し
て
上
下
分
離
方

式
の
決
定
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。
一

体
ど
の
よ
う
に
自
治
体
と
関
係
を
構
築
し
て

い
っ
た
の
か
。
服
部
さ
ん
の
話
か
ら
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
窺
え
る
。

ま
ず
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
た
の
が
「
共
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通
言
語
」
だ
。「
伝
え
た
い
事
と
聞
き
た

い
事
を
毎
回
認
識
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
な

や
り
と
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の

点
、
数
字
や
お
金
の
話
は
共
通
言
語
と
し

て
は
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
他
社

と
の
事
例
の
比
較
で
自
社
の
状
況
を
知
ら

せ
た
り
も
し
ま
し
た
」
と
服
部
さ
ん
は
言

う
。
鉄
道
用
語
を
知
っ
て
い
る
の
は
自
分

た
ち
だ
け
と
い
う
前
提
で
、
丁
寧
に
説
く
こ

と
を
心
が
け
た
。

ま
た
、
第
三
者
的
立
場
に
あ
る
有
識
者
や

運
輸
局
担
当
者
を
頼
り
に
し
た
と
い
う
。「
私

た
ち
か
ら
発
信
し
て
も
伝
わ
り
づ
ら
か
っ
た

り
、
説
得
力
に
欠
け
る
と
き
は
、
任
意
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
有
識
者
の
先
生
や
運

輸
局
の
方
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」

任
意
協
議
会
の
段
階
で
、
鉄
道
の
存
続
と

バ
ス
代
替
（
部
分
的
な
代
替
を
含
む
）
な
ど

の
比
較
検
証
を
行
い
、
有
識
者
や
運
輸
局
担

当
者
を
交
え
て
の
建
設
的
な
議
論
が
進
め
ら

れ
た
結
果
、「
全
線
で
の
鉄
道
存
続
が
最
善

で
あ
る
」
と
い
う
結
論
を
自
治
体
側
と
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
江
鉄
道
が
終
始
一

貫
し
て
い
た
の
は
、
鉄
道
を
廃
止
し
た
い
と

は
決
し
て
言
わ
な
い
姿
勢
だ
。

「
外
部
か
ら
は
廃
止
前
提
で
話
を
進
め
る

方
が
手
っ
取
り
早
い
、
と
い
う
意
見
を
聞
き

ま
し
た
が
、
我
々
は
絶
対
に
言
い
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
強
調
す
る
。
鉄
道
事
業
を
ど
う
す

る
か
、
と
い
う
自
社
で
の
検
討
時
か
ら
、
近

江
鉄
道
線
は
地
域
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
確
認
し
、
思
い
を
共
有
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
方
向
性
が
定
ま
っ
た

ら
上
下
分
離
を
含
む
ス
キ
ー
ム
を
検
討
す
る

も
の
と
想
定
し
て
い
た
。

■
認
知
向
上
を
地
道
に
大
胆
に

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
上
下
分
離
方
式
へ

の
移
行
に
よ
り
、
近
江
鉄
道
は
「
上
」
の
鉄

道
運
行
の
営
業
面
に
経
営
資
源
を
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
既
に
、
そ
れ
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
の
近
江
鉄
道
全
線
の
輸
送
人
員
の
う

ち
、
約
７
割
を
占
め
る
の
が
通
勤
・
通
学
定

期
利
用
者
だ
。
地
方
で
は
ク
ル
マ
社
会
の
発

展
に
よ
り
、
移
動
に
お
け
る
公
共
交
通
の
分

担
率
が
低
く
、
県
内
に
お
け
る
近
江
鉄
道
線

の
移
動
分
担
率
は
２
０
１
７
年
の
国
土
交
通

省
調
査
で
わ
ず
か
１
パ
ー
セ
ン
ト
。
い
か
に

沿
線
住
民
に
「
普
段
使
い
」
を
し
て
も
ら
う

か
が
当
面
の
取
り
組
み
課
題
だ
。

「
環
境
の
変
化
や
合
理
化
に
よ
り
、
地
域

と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
が
あ
り
、
近
江
鉄
道
線
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り

大
切
と
考
え
て
い
ま
す
」（
服
部
さ
ん
）

そ
こ
で
同
社
は
、
２
０
１
９
年
よ
り
地
域

鳥居本駅（本線）。1931 年開業。絵本に描かれそうな洋風建築の駅舎は開業当時からのもの。
2013 年、登録有形文化財として登録。

本線の各駅（彦根駅は除く）と多賀線の各駅で実施する「サイクルトレイン」。運賃のみ
で自転車を車内に持ち込める。平日 9 時頃～ 16 時頃と土休日に実施。

沿線の名所「彦根城」や「武佐宿脇本陣跡」などが描かれたラッピング列車「近江十景とれいん」。
2021 年 11 月より運行。

八日市駅（本線・八日市線／左上）。改札内には「鉄道ミュージアム」（右上）、改札外に
は「近江鉄道みらいファクトリー」での意見により設置された「駅ピアノ」（右下）がある。

近江鉄道株式会社 総合企画部 部長
（企画担当）／構造改革推進部 部長

服部敏紀
Toshiki HATTORI
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住
民
と
社
員
に
よ
る
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
近

江
鉄
道
み
ら
い
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
一
環
で
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
鉄
道
へ
の

厳
し
い
意
見
が
出
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
た

が
、「
近
江
鉄
道
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
興
味
深
か
っ
た
」、「
新
し
い
挑
戦
を
応
援
し

た
い
」
な
ど
の
好
意
的
な
声
を
聞
け
た
そ
う
。

沿
線
の
企
業
や
学
校
へ
の
説
明
・
訪
問
も

地
道
に
行
っ
て
い
る
。
八
日
市
線
の
武む

佐さ

駅

で
は
、
規
模
を
拡
張
す
る
近
隣
企
業
か
ら
の

要
望
に
よ
り
、
朝
の
快
速
を
停
車
さ
せ
る
ダ

イ
ヤ
改
正
を
２
０
２
０
年
３
月
に
実
施
し
た
。

学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
高
校
の

入
学
説
明
会
で
「
定
期
区
間
は
毎
日
乗
り
放

題
」、「
土
日
祝
は
プ
ラ
ス
１
０
０
円
で
全
線

に
乗
れ
る
」
と
謳
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
。
高
校
生
た
ち
に
後
輩
の
中
学
生
に
向
け

て
自
校
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
、
路
線
図
を
入

れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
な
ど
、
鉄
道
通
学
に

不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

大
胆
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
た
。
２
０
２

２
年
10
月
16
日
、
近
江
鉄
道
グ
ル
ー
プ
の
「
あ

り
が
と
う
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
に
合
わ
せ
、
近
畿

圏
で
初
と
な
る
「
電
車
の
全
線
無
料
」
を
実

施
し
た
の
だ
。
沿
線
団
体
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
同

時
開
催
も
働
き
か
け
、
予
想
を
大
き
く
上

回
る
普
段
の
定
期
外
利
用
者
数
の
約
12
倍

の
利
用
が
あ
っ
た
。
同
社
総
務
課
で
広
報

を
担
当
す
る
石
原
一
磨
さ
ん
は
、「
高
校
通

学
以
来
乗
っ
て
い
な
い
方
や
、
初
め
て
乗

ら
れ
る
お
子
さ
ん
も
多
く
い
て
、
乗
車
体

験
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
目
的
を
果
た
せ

ま
し
た
。
電
車
通
勤
に
か
え
て
み
よ
う
と

か
、
お
酒
を
飲
む
と
き
は
鉄
道
で
行
け
ば
い

い
と
い
う
気
運
を
高
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

駅
周
辺
の
混
雑
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
ら
の
反
省
・
対
策
も
踏
ま
え
、
今
後
の

実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

■
今
後
も
地
域
と
共
に

上
下
分
離
方
式
へ
の
移
行
後
も
、
近
江
鉄

道
は
「
下
」
と
な
る
維
持
管
理
業
務
を
管

理
機
構
か
ら
受
託
す
る
た
め
、
仕
事
の
形
態

に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
う
。「
今
後
も
、

地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
担
い
手
と
し
て
、

地
に
足
を
つ
け
な
が
ら
成
長
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
服
部
さ
ん
は
話
す
。

今
後
の
日
本
の
人
口
減
少
を
見
据
え
る
と
、

地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
模
索
し
つ
つ

も
、
上
下
分
離
の
検
討
・
実
施
が
増
え
て
い

く
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
最
後
に
、

服
部
さ
ん
か
ら
力
強
い
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

「
有
識
者
の
方
か
ら
は
、
事
業
が
立
ち
行

か
な
く
な
る
前
に
協
議
を
開
始
し
た
事
例
と

し
て
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
移
行

前
な
の
で
大
き
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

着
実
に
協
議
を
進
め
、
地
域
に
と
っ
て
良
い

形
で
移
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

「全線無料デイ」での彦根駅の様子。推定で通常の 12 倍の約 38,000人が利用した。
新八日市駅（八日市線）。1913 年、湖南鉄道の新八幡駅（後の近江八幡駅）を結ぶ八日市口
駅として開業。1922 年に建設された駅舎では、駅員が乗降客を丁寧に迎えていた。

市内のデニム店「Forty Niners」との協業で実現した特製デニムのジャケットを着て駅務す
る南部裕輝さん（上、24 ページ左下）。着用は４か９のつく日とイベント開催時。

春先には沿線の桜並木が楽しめる。本線の桜川駅付近を走る 900 形電車。

近江鉄道株式会社 管理部 総務課 主任／
鉄道部 鉄道営業課 主任

石原一磨
Kazuma ISHIHARA


